
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事の効果とレジリエンス 

校長 阿部 暁  

先月は運動会、そして一年生は移動教室など、大きな行事が続きました。それらを終えるたびに、生徒たちは普

段の学校生活とは違った成長を見せてくれると、あらためて感じています。 

行事への取り組みでは日々の授業と異なり、自分の思い通りにならないことがたくさんあります。「リーダーと

して頑張っているのに、みんなが話を聞いてくれないし、そのせいで先生から注意された」とか、逆に「まじめに

やっているのに、リーダーから『ふざけないで！』と言われた」「やりたくない…でも友達がやる気だから、気ま

ずい」など、生徒たちの様々な葛藤が見られます。移動教室では公共の場所でふざけすぎて、校長から注意を受け

た生徒もいたかもしれません（笑）。個性や考え方が様々な生徒が集まる学校だからこそ、意見や気持ちなど、互

いの温度差に戸惑ったり、モヤモヤしたりする場面に出くわすことも多いことでしょう。 

しかし、そのような場面こそが成長のチャンスと言えます。困っている姿に見かねて味方になってくれる仲間

が現れることもありますし、すっきりと解決したわけではなくても、話し合いや譲り合いを重ねるうちに、いつの

間にか協力し合えるようになることもあります。そして苦労を乗り越えて目標を達成したときには、一人では味

わえない喜びや達成感を得ることができます。この経験が自信となり、次の挑戦への力につながります。 

「レジリエンス」の重要性について、目にすることが多くなりました。レジリエンスとは、困難や失敗、予期し

ない出来事に直面したときに、それを受け止め、乗り越えながら前に進んでいく力のことです。予測できない出来

事やモヤモヤする気持ちに出会ったとき、その都度、仲間と知恵を出し合い、悩み、支え合いながら対応していく

経験こそが、レジリエンスを育む機会となります。 

そうした意味では、意見が合わない仲間や予期せぬトラブル、 

失敗や葛藤、そして試行錯誤の経験が、生徒たちを成長させる 

大切なエネルギーになっていると感じます。 

今後も様々な行事を通して、生徒たちには仲間と支え合い、 

ときにはぶつかり合いながら、お互いの違いを認め合って成長して 

ほしいと思います。そして、その過程で培われるレジリエンスが、 

将来様々な困難に向き合うときの大きな支えになると願っています。 

 

 

学校で配布される周知文書の電子化を進めていきます 
 

世田谷区教育委員会では、学校の作業の負担や紙書類の印刷による環境負荷などを減らすため、 

幼稚園や小・中学校で配布されている紙の周知文書を削減し、電子データによる周知に移行していきます。 

本校でも「駒留中だより」をはじめ、ホームページ掲載や「すぐーる」配信により、今後電子化を進めてまいり

ます。今月号のおもな予定については、学校ホームページをご参照いただければ幸いです。 

駒留中だより 

響きの学び舎 世田谷区立駒留中学校 

令和８年６月１２日発行 

学校ホームページ 

毎日更新（予定）！ 

五合目から臨む山頂 

令和８年度 第２号 



 

運動会を終えて 

         運動会実行委員長 保健体育科 ・・・・ 

 今年度は天候にも恵まれ、運動会を無事に開催することができました。当日の気温が３０℃近くであった

にもかかわらず、開会式から多くの保護者・地域の皆様にご参観いただき、ありがとうございました。 

 今年度の運動会は、これまで駒留中学校が作り上げてきた良き伝統を引き継ぎ、生徒が主体的に取り組み

ました。特に体育委員を中心として、練習の段階から生徒同士で計画を練り、声を掛け合いながら頑張り、

自分たちの力で作り上げた素晴らしい運動会となりました。 

 ３年生は最後の運動会という気持ちで、練習からクラスが一丸となって取り組んできました。その結果と

して、学校の記録を更新する種目もあり、最高学年の姿に感動しました。 

 ２年生は後期から学校の中心となる学年としての自覚をもち、活動する姿が見られました。練習当初は課

題がある様子でしたが、練習を重ね、係会等で先輩や後輩と交流することで、 

２年生としての意識が高まり、運動会を通して成長する姿を見せてもらいました。 

 １年生は、中学校生活初めての運動会でしたが、全員で作り上げる運動会という 

意識をもって練習から活動していました。勝ち負けだけでなく、クラスの団結力、 

練習を大切にすることの重要さを実感できたと思います。 

 

河口湖移動教室を終えて 

                    移動教室担当 １学年 ・・・・ 

 ５月１８日（月）から３日間、河口湖移動教室が実施されました。入学してから約２か月、初めての宿泊

行事となり普段の学校生活とは違った環境で、とても有意義な３日間になりました。 

うどん作りを体験しました。粉からうどんを作るという貴重な体験ができました。2 日目は午前クラフト            

パーク・河口湖美術館にて体験活動を行ったり、富士山の写真を鑑賞したりしました。午後にはオリエンテ

ーリングを行い、自然を感じながら班で協力し、ゴールを目指しました。3日目は牧場にて酪農体験を行い 

ました。実際に牛に触れ、命の大切さを学んだことと思います。 

             この３日間、班のメンバーで協力したり、集団行動について学んだりと様々な 

ことがありましたが、今回の移動教室で学んだことをこれからの中学校生活で 

活かしていってほしいと思います。 

 

 

教育実習（５／８～６／６）      実習生の皆さんからのメッセージ 

 ３週間、楽しい時間をありがとうございました。体力的に苦しいことがあったとしても、皆の笑顔にすご

くパワーをもらって頑張れました。残り少ない中学校生活、自分らしく楽しんでください。またどこかで会

いましょう。                            ３年・理科担当 ・・・・ 

 この２週間、皆さんと一緒に学ぶ中で、私自身もたくさんのことを学ばせてもらいました。英語は、世界

の価値は変わりません。失敗を恐れず英語を使って多くの人とかかわり、自分の世界を広げていってくださ

い。ありがとうございます。                     １年・英語担当 ・・・・ 

 ３週間という短い時間でしたが、皆さんと一緒に過ごせて、本当に楽しかったです。これから、悩んだり、

互いに自分を信じて頑張っていきましょう！！             ２年・社会担当 ・・・・ 

 授業・行事を通して、たくさんの生徒と関わることができ最高の経験になりました。また、どこかで「先

生」と「生徒」としてお会いできることを楽しみにしています。          ２年・数学担当 ・・・・ 


